
 

 

 

 

体育祭を通して見えた成長 

 5月 17日（日）、本校体育祭を無事に終えることができました。当日

は、多くの保護者・地域の皆様にご来校いただき、生徒たちへ温かい

声援を送っていただきましたことに、心より感謝申し上げます。連休

明けから始まった体育祭練習では、競技や応援、係活動など、それぞ

れの場面で生徒たちが仲間と協力しながら真剣に取り組む姿が見られ

ました。当日は、最後まで全力で走る姿、仲間を懸命に応援する姿、

そして自分の役割に責任をもって取り組む姿が輝いていました。  

本校では、「心豊かでたくましく、知徳体の調和のとれた生徒の育

成」を学校教育目標として掲げています。今回の体育祭では、まさに

その目標につながる生徒たちの姿を見ることができました。競技や応

援を工夫しながら取り組む姿には“知”の成長がありました。仲間を

励まし合い、認め合う姿には“徳”の育ちを感じました。そして、最

後まで全力で挑戦し続ける姿には“体”のたくましさが表れていまし

た。体育祭という大きな行事を通して、生徒一人一人

が大きく成長したことを嬉しく感じています。 

特に、私が感動したのは、体育祭終了後の後片付けの場面でした。テントの片付

けや用具運搬の際、「言われたから動く」のではなく、生徒たちが自ら周囲を見な

がら率先して行動していたことです。重いテントをみんなで声を掛け合いながら運

ぶ姿、片付けが終わっていない場所に自然と集まっていく姿を見て、本校生徒の素

晴らしさを改めて実感しました。 

体育祭は、競技の勝敗だけで終わる

ものではありません。仲間と支え合

い、自分の役割を果たし、学校全体の

ために行動することの大切さを学ぶ機

会でもあります。今回の体育祭で見せ

てくれた姿は、これからの学校生活に

も必ずつながっていくものと期

待しています。 

 

体育祭は、心に残る素晴らしい

一日となりました。 

 

保護者・地域の皆様におかれましては、今後と

も本校教育活動への温かいご理解とご協力をよろ

しくお願いいたします。 

～志は高く、思いやりの心は深く、心と体は強く～ 
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